
追悼のことば 

 

10年前の 7月 22日、当時高校１年生だった生徒さんの尊い命が失われました。月日が流れ、

学校の景色が少しずつ変わっていく中にあっても、私たちは生徒さんに心を寄せ、思い返しています。

日々の学びへの向き合い、教室での穏やかな表情、仲間とのやりとり、グラウンドでボールを追う姿、

優しさや誠実さ、周囲を思いやる気持ち、学校のそこここに、生徒さんの姿や心があたたかな記憶と

して息づいています。 

学校とは、子どもたちが日々安心して生活し、成長していくことのできる場所であるべきです。クラ

ブ活動中に起きたこの悲しい事故は、私たちに「どうすれば子どもたちの命を守ることができるのか」

そして「そのためにわれわれがすべきこと、学ぶべきことはなにか」を強く問いかけました。この 10

年間、わたしたちの学校はその問いに向き合いながら、安全対策の見直し、教職員研修などを行っ

てきました。安全は目に見えるものではありません。反省や学びを通して積み重ねたものを丁寧に

守り、固め、そしてさらに強めていくために見直し、共有し、実践してこそ手にすることができるもので

す。この一連の取り組みを怠ることなく続け、ここを子どもたちの健やかな成長を支える安全な場所

としていきたいと願い続けることで初めて確かなものとなっていくのです。 

事故から 10 年が経ち、当時を知らない世代の教職員や生徒が増えてきています。しかし、学校

として事故の記憶を風化させることなく、安全・安心な学校づくりに真摯に取り組みつづけることは

われわれに課せられた重要な使命です。「いのちの日」を迎えるたび、私たちは静かに立ち止まり、

自らの「これまで」を振り返り、そして負うべき義務と責任とに向き合い、未来へつなぐ教訓を確か

めています。 

中庭に建立された追悼の碑には、ご家族のご意向にそって、生徒さんの幼い頃からの座右の銘

である「一意専心」という言葉とともに、「互いを思いやり、安全な学校生活をめざして」という言葉

が刻まれています。この言葉には二度と同様のことを起こしてはならない、子や友人を失う悲しみを

他の誰にもさせてはならないとの決意が込められています。また、誰かを傷つけるのではなく、互い

のことを思いやる心の豊かさを持っていたいという強い思いが込められています。 

私たちはこれからも、この碑の言葉を胸に刻み、一人ひとりの命とその未来を守る学校であり続

けることを誓います。 

 

生徒さんの安らかな眠りを、心よりお祈り申し上げます。 

 

 

2026年 7月 22日 

法政大学中学高等学校  

校長 植月文隆 



2017年以降の本校の取り組み紹介 

 

①教員研修などの実施 

・2017年度～ 安全教育および部活動関連の研修 

（講師：日本体育大学スポーツ文化学部の南部さおり先生） 

「クラブ事故から本校のクラブ活動を振り返る」  

「熱中症による死亡事故をなくすための研修会」 

「急性硬膜下血腫、脳震盪、そしてセカンドインパクトシンドロームの医学的な話」 

「ハラスメントとはなにか～部活動指導において具体的に学ぶ」  

「熱中症の予防と対策」 

 

・2023年 10月 「学校部活動に潜む危険や、生徒の命を守ることの重さについて」 

（日本体育大学世田谷キャンパス記念講堂にて、事故当時のラグビー部顧問による講話） 

日本体育大学が長年取り組んでいる「命の授業」の一環であり、スポーツ指導者を志す学生

や、部活動の安全指導に関心を寄せる多くの方々に広く開かれた研修会での講演 

 

・2024年 7月 「生徒との関わりのマインドセットを考え教育観を磨く」（講師：川上康則先生） 

教員自身の人間観や教育観を振り返り、生徒との関わりについて再考する研修会の実施 

 

・2025年３月 「生徒を預かるとは」（本校にて実施） 

事故当時を知らない教員が増えてきたという状況を踏まえ、改めて事故の経緯、これまでの取

り組み、そして教員としての責務について考える研修会 

 

・2025年 8月「学校危機予防と感情リテラシー ～いじめや不登校の予防～」 

（講師：法政大学渡辺弥生先生） 

人権擁護の観点、ならびに生徒にとって安全安心となる教育環境の整備についての講演会 

 

②生徒やクラブコーチ向けの取り組み（毎年実施） 

・全教員・中学 1年生・高校 1年生を対象とした救命講習会の実施 

・ラグビー部マネージャーと顧問らの日本赤十字協会の救命講習受講 

・課外活動指導員やクラブコーチにむけた、生徒との適切な関わり方や緊急時の対応について

の共有と確認 

 

 

以上 


